
船舶事故等調査報告書 

平成２１年１０月１日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９広第１２１号 

事故等種類 損傷（のり養殖施設） 

発生日時 平成２１年２月８日 １９時３０分ごろ 

発生場所 岡山県水島港 

（概位 北緯３４°２８.６′ 東経１３３°３８.８′） 

事故等調査の経過  平成２１年４月２０日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ はしけ No.１３ニッコー丸、長さ３９ｍ×幅７.５ｍ 

   なし、清水船舶株式会社 

Ｂ 引船 第二神
しん

幸
こう

丸、１４トン 

   ２７１－３０１５５、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 作業員、なし 

Ｂ 船長、一級小型船舶操縦士 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

 事故等の経過 Ｂ船が、メイズ約５００トンを積載したＡ船及び別のはしけをえい
．．

航し

て、水島港玉島ハーバーアイランドの南方約８００ｍ沖において、Ａ船を

錨泊させ、別のはしけを目的地に引航したところ、錨泊中のＡ船が約２５

０°の方向に約２,０００ｍ走錨して、平成２１年２月８日１９時３０分ご

ろ、のり養殖施設に進入した。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

Ｂ船船長が、えい
．．

航してきたＡ船を錨泊させる

際、投錨時に錨掻きを確認しなかったものと考えら

れる。（１８時３０分～１９時３０分の風向風速 北

北東～東 瞬間最大風速 毎秒２.２～３.４ｍ 、潮

高 約１.８ｍ、潮汐 上げ潮の中央期、錨鎖長 約１

５ｍ、錨泊場所の水深 約６～７ｍ） 

原因 本事故は、夜間、水島港において、Ｂ船が、えい
．．

航していたＡ船を錨泊

させる際、投錨時に錨掻きの確認を行わなかったため、風潮流によりＡ船

が走錨して、のり養殖施設に進入したことにより発生した可能性があると

考えられる。 

 




